






要約 

一農村都市で小児成人病のリスク因子、予防法を検討する目的で 5歳児に成人病の指標と

される項目の検査を行い、異常値を示した児の家庭に食生活指導等を実施し、3 年後に再

度検査を実施して比較検討した。 

①HDL-C、AI、TG および血圧の高嬉者の改善は 61～100%と良好であった。しかし TC 高値者

と肥満児の改善は 20%前後でなお不十分であり、生活指導上のさらなる工夫が要望された。 

②肥満の目立つのは3歳頃からであるが、食事の指導については 3歳児はまだ食生活が確

立しておらず、4～5歳になると食物の好き嫌いがはっきりしてくる。また 5歳になると子

ども本人に聞いても食べた物を答えられるようになり、指導に必要な情報を得やすくなる。 

③こうした事情を勘案すると5歳児で健診を行い、家系的なハイリスク児(両親の高血圧・

肥満等)や肥満児等を対象にして食事をはじめとする生活指導を行うことは、小児期からの

成人病予防のためにきわめて有効であると考えられる。 


